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O7-propargyl glaziovianin Aに対しては感受性を示したことから、今後のglaziovianin A類の解析に有用で
あると考えられる。 
 
               審   査   の   要   旨 
 
 微小管は真核細胞に普遍的に存在している細胞骨格の一つであり、細胞内において常に重合・脱重合を繰
り返す、極めて動的な構造体であることが知られている。しかしながらこの微小管ダイナミクスの機能につ
いてはほとんど分かっていない。本論文では、天然化合物であるglaziovianin A、及びその高活性類縁体が
微小管ダイナミクスを阻害することを明らかにし、さらにこの阻害活性を元に、glaziovianin Aをプローブ
として用いることで細胞内微小管ダイナミクスがエンドサイトーシスの制御に関わっていることを明らか
にした。これら一連の研究成果はこれまで不明であった細胞内微小管機能の一端を明らかにしており、非常
に高く評価できる。また、glaziovianin Aの阻害機構を解析するために作成した出芽酵母株、12geneΔHSR
株、及び12geneΔHSR-iERG株は、glaziovianin A類以外にも多くの薬剤に対する感受性向上が見られてお
り、同時に遺伝学的解析も可能なことから、今後のchemical biology研究に広く利用できる有用なツールで
もあり、これらの株を作製した点においても高い評価を与えられる。 
平成26年9月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
